
  海岸堤防等による津波防御のあり方の検討 

 

１ 概 要 

第４次地震被害想定の策定作業と並行して、海岸、港湾、漁港及び河川施設等による

防御のあり方を検討し、「ふじのくに津波対策アクションプログラム（中長期対策編）」

のなかに定める。 

 

２ 調査内容 

測量、津波遡上詳細シミュレーション［設計津波（L1）を対象］ 

 

３ 防御のあり方検討手順 

施設計画上の津波（設計津波 L1）の設定［最大クラスの津波 L2 と併せて設定］ 

 

① 津波の挙動把握［構造物形状、地形特性を反映させた詳細シミュレーションの実施］ 

（せり上がり、砂丘・砂州、保安林、河川屈曲、土砂堆積、水門越流の評価） 

② 施設高の設定（高潮対策計画高、環境・利用、社会的影響、経済性等を勘案） 

③ 防御のあり方の検討（高さ確保、耐震性能確保、粘り強い構造形式） 

④ 「ふじのくに津波対策アクションプログラム（中長期対策編）」の策定 

 

４ 策定スケジュール 

年 H24 H25 

月 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６

内閣府 
中央防災 
会議 

三連動地震 

                

静岡県 

４次想定 

 
新地震対策

アクション

プログラム 

                

津波防御

計画策定 

 

津波対策 

アクション

プログラム 

                

（L1～L2 の数ケース）

地震動 

津波高 

被害想定 

（直接的被害） 

被害想定 

（経済被害等）

対策の

骨 子

対策の 

とりまとめ

施設高

の設定

津波対策アク

ションＰ策定 
詳細シミュレーション

自然現象の想定 人的、物的被害の想定 

防御のあり方 

(3 月) (6 月頃) (秋頃) (年末) (3 月末) 

基盤・生活機能支障の想定 
社会的・経済的 
影響の想定 

地震動

津波高

自然現象

の想定 

人的・物的

被害 

応急対策シナリオの検討、想定 

対策効果の推計、課題の抽出 

第４次想定 

アクションＰ

（震源モデル） 

資料収集整理、補足測量 
条件設定、モデル化 

構造検討（耐震性能／粘り強さ） 

公表（12月頃）公表（９月頃） 公表（３月頃） 公表  （６月頃）

公表公表 公表 公表 公表

対策大綱、 

活動要領等の検討 

資料 
収集 

（L1津波設定） 
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設計津波（L1）群設定 ⇒ 解析実施数ケース選定 

実績津波高整理 

沿岸部津波高（地域海岸ごと） 

シミュレーション：４次想定地形モデル 

設計津波の決定 

シミュレーション：沿岸地形詳細モデル 

地震による地盤沈下 

せり上がり＋余裕高 

海岸堤防の高さ決定 

河川遡上シミュレーション対象河川選定 

シミュレーション：沿岸河川地形詳細モデル

遡上区間、遡上高、防護施設高 

構造検討（耐震性能／粘り強さ）

防護方式決定 

３次想定高、既設堤防高、高潮計画高

環境、利用、社会的影響、経済性 

解析実施ケース選定（各数ケース）

・最大クラス（L2）の地震 

・設計津波クラス（L1）の地震 

準備段階 

第２段階 

海岸堤防等による津波防御のあり方検討スケジュールと課題 

H24.8 月頃 

H24.12 月頃 

H25.6 月頃 

国の三連動地震推計（地震動・津波高）

地形データ収集加工 補足河川測量（河川遡上用）

H24.3 月末 

地域海岸の設定 

最大クラスの津波高を踏まえた 

設計津波設定の基本的な考え方 

地形モデル（格子間隔、粗度） 

伊豆東海岸の想定地震 

施設の状態設定（最悪の状態） 

広域的なバランス（国の調整） 

市町意見の反映 

最大クラスの地震による地震動・津波高

H24.9 月頃公表 

堤防形状、砂浜・砂丘、保安林など

沿岸地形を反映したモデル構築 

・適切な格子間隔 

・砂浜・砂丘の移動や変形 

・保安林の効果 

＋ 

被害想定／対策等検討

粘り強い構造の設計方法 

⇒地域海岸ごとの標準構造図 

アクションプログラム

（中長期対策編） 

H25.6 月頃公表 

砂州、土砂堆積、河川屈曲、水門

越流などを反映したモデル構築 

・適切な格子間隔 

・水面下の河床高補足データ 

（100ｍ間隔の縦横断測量） 

・初期水位の設定（小河川） 

・河口砂州フラッシュの有無 水門方式と堤防嵩上げ方式の概略比較検討 

構造検討（耐震性能／粘り強さ）

H25.6 月頃 

＋ 
アクションプログラム

（中長期対策編） 

第１段階 

（スケジュール） （課 題） 

地域海岸の設定方法 

・極力大きなユニット 

（L1 津波設定） 

（沿岸部詳細） 

（河川遡上高設定） 

（海岸堤防高設定） 
↓ 

L2

L1

L1

L1
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「設計津波の水位の設定方法等について」における作業手順 

（平成 23 年 7 月 8 日付け国土交通省水管理・国土保全局海岸室長、港湾局海岸・防災課長、

農林水産省防災課長、水産庁防災漁村課長通知） 
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【痕跡高の整理について】 

海岸における津波対策検討委員会資料によると、過去に発生した津波の実績津波高は、大

学等の研究機関・学会により実施された痕跡高調査並びに歴史記録及び文献等に津波による

痕跡高の記録が残されているものを用いることとし、次により整理するものとされている。 

 

歴史記録及び文献等の資料については、中央防災会議等が検討にあたって用いた津波高や、

津波高のデータを補う必要がある場合は、「日本被害津波総覧」等の公表資料のほか、地方

整備局や都道府県、気象庁等の既存の調査結果を収集し、整理すること。なお、過去の痕跡

高の記録を整理する際には、極力、海岸線付近における記録を用いることする。 

 

上記の「日本被害津波総覧」については下記資料含まれることを確認し、静岡県沿岸の津

波記録が詳しく整理されている以下の資料を基に痕跡高の整理を行った。 

その他、3 次想定津波高は各海岸保全基本計画書記載の代表値について整理を行った。 

 

○地震対策資料（津波）No.25-1984「昭和 58 年度地震対策調査伊豆半島東海岸津波浸水予測

調査報告書」（1984 年 3 月,静岡県地震対策課） 

 静岡県では、昭和 52 年度に津波に関する地震対策基礎調査を行い、これを基に安政津波

浸水推定図を作成しているが、伊豆半島東海岸では、東海沖を波源域とする安政津波の被害

が少ないため、浸水区域調査の対象外であった。そのため、関東地震津波および現況におい

て予想される浸水域について整理している。 

※関東地震津波における熱海～須崎にかけての津波の高さを整理した。 

○「飯田汲事教授論文選集 東海地方地震・津波災害誌」（1985） 

愛知県に加え、静岡県等における明応・慶長・宝永・安政・東南海地震津波等についての

被害や波高分布などの資料をまとめている。 

※上記の各地震津波に対する県沿岸（伊豆半島東海岸は含まない）の津波の高さを整理した。 

○地震対策資料 No.38-1986「安政東海地震津波被害調査報告書 特に伊豆半島東海岸につい

て」（昭和 61 年 3 月,静岡県地震対策課） 

安政東海津波について、これまでに整理が進んでいなかった伊豆半島東海岸のデータを整

理するとともに、上記 2 資料や「日本被害津波総覧」内容も踏まえ、静岡県沿岸における被

害や津波の高さ分布、津波到達時間などの資料をまとめている。 

※安政東海地震津波における県全体の津波の高さを整理した。 

○東北大学津波痕跡データベース（http://tsunami3.civil.tohoku.ac.jp/） 

 上記の地震津波以外の痕跡高データが座標情報を含め整理されているため、信頼度が高い

T.P.痕跡高データを参考として用いた。
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